


事業概要

BiFrostとの出会い

仮想・拡張現実の中で、自然に物体を感じ、触れ、手に持つことができるウェアラブルスーツ！

当社の技術は、様々な産業に適用可能ですが、まずは、航空宇宙/宇宙、自動車、建設など、
作業に危険を伴う重工業向けの没入型トレーニングで活用されています。
（ただしこれらに限定されるものではありません）



主なハイライト

成果を上げた3つのパイロットテスト：イギリス宇宙局、Harwell、BMW、Evonik
（2万ポンドの収益）

エンジェルから32万ドルの資金調達、Innovate UK、EU＆Cyberport等から18万ド
ルの助成金調達

30社以上の法人が先行予約に関心を示し事前登録済み。

顧客ターゲット

テレロボティクス
（没入型トレーニング）

VR市場規模*

2022年までに910億ドル

2030年までに5,000億ドル

2025年までに1,380億ドル

VR/AR開発者、アダプター、OEM

業界

*2019年PwCのSeeing is believing reportより



現行のヒューマン・コンピュータ・インタラクション

VRヘッドセットを使用したことのある人なら誰でも、開発されたコントローラーには、ビデオゲームの標準コントローラーと類似したランブルメカニズムとのトリガー
ベースでの相互作用が関係していることがわかります。コントローラーから伝わる「触覚」は、1996年に任天堂から誕生した振動機能と同じ概念を持っています。



ゲーム用でも十分ですが、実用的な応用に関しては？

過去10年で、 VR/ARの技術は研究プロジェクトから比較的
低価格の民生品に至るまで発達してきました。これらの技術は、

様々な分野で活用され始めていますが、今日では大部分がエンターテインメント分野で使われています。消費者が
関心を持つ理由のほとんどは、魅力的な技術とユーザーがリアリティを持って変更や中断可能な機能にあります。

これは、社会がVR/ARの技術をエンターテイメント分野以外で活用する準備が整っている可能性が増えてきている
ことを表しています。もちろん、技術がユーザーの聴覚や視覚だけでなく、触る感覚に関与する機能を持てば、
体験はよりリアリティを増すことでしょう。





次世代のヒューマン・コンピュータ・インタラクション

Valkyrieにおいて、ミッションはシンプルであり、ヒトの神経系を技術で再現し、仮想シミュ
レーションにおいて物体と相互作用する方法に適用することとしています。

仕組みは次の通りです。

開発者は、使いやすい当社のSDKを用いて、
新しいコンテンツを移植・作成します。



当社の専用ソフトウェアを使って。ユーザーの体の筋活性と
指トラッキングを較正します。

ユーザーは手や指を使い、物体に触れて持
ち上げます。



BiFrostは、持ち方や持ち上げ方、触り方が、ユーザーの体ごとに異なることを理解しており、カスタマイズされ
た仮想シミュレーションを作成するために、主要な筋肉の活性化レベルを測定可能な独自の筋肉キャリブレー
ションソフトウェアを使って実装しています。

新レベルにあるバイオメトリクス



では、どのように体の筋肉の活性化を較正するのでしょうか？

答えは、機械学習です。

全ユーザーの筋肉の活性化レベルを測定することでデータベースが強化し機械学習ア
ルゴリズムを訓練します。つまり、新規ユーザーが増えるたびに、当社のアルゴリズ
ムは賢く早くになり、神経生理学ビルドを分析してより正確な体験を提供します。



訓練方法の新定義

BiFrostによって、従業員や同僚への新しいトレーニング方法が見つかります。危険な化学物質の取り扱いから日常的なツールに至るまで、仕事場をシミュ
レーションし、何度もリスクやコストをかけずに新しい従業員への訓練を実現します。



制御方法の新定義

現在の5Gやリモート接続の技術により、BiFrostによって、オペレータはまるで自分の体の延長であるかのように感じて、リモートロボットアームの様々な
側面を制御できることが可能です。



ゲームの操作方法の新定義

ショットガンを発砲する動作は毎回違ったものとなるでしょう。リアルな反動と1対1のオブジェクト操作により、これまでにないほど仮想ゲームをリア
ルにします。



多数のグローバルパートナーシップとコラボレーションを予定

こちらがValkyrieと協業する予定の企業です



市場戦略へのルート

今後18か月での当社の市場戦略へのルートとして、最初の開発キットである「BiFrost」を、緊密にコンタクトしているアーリーアダプターへ、
フル技術サポート付きで日額500ドルにてリースし、これによって当社の技術が正しい方法で使用されることを確実にします。

最初の顧客

2020年までに
B2B

OEM/法人

1日当たり500米ドル
でリース

ハードウェアの入手
データライブラリへのアクセス

SDKライセンス
技術サポート



原点となるストーリー：「ハプティック・ヴァルハラ」構想

私たちはヒューマン・コンピュータ・インタラクション
（H-C-I）を一変させたパイオニアであり、没入型環境を
革新しユーザーを「ハプティックヴァルハラ」に導くも
のであると考えています。

H-C-Iのパイオニア

Valkyrieは、技術の進歩とヒューマンオーグメンテー
ション（人間拡張）を信じる創業者の本質から生まれま
した。私たちはデジタル革命の頂点にいます。

知性を持ったコンテンツオーグメンターズ

私たちは没入型テクノロジーとそれがもたらすことへの
最前線にいます。私たちは、デジタルの世界を足場とし、
すでにある限界を超えて仮想能力を高めることをビジョ
ンとしています。



アドバイザー紹介



市場機会

VR/ARは、2030年までに世界規模でGDPを1.5兆ドルまで押し上げる可能性がある。
2019年 PwC「Seeing is believing report」より

VRだけで2025年までに1,400億ドル達成をマイルストーンとし5,000億ドルを獲得しながら、Valkyrieは、
5年間で1億8,000万ドル以上の収益（1％アドプション）を生み出すために、チャンスを生かしています。

Valkyrieは、適切なタイミング、適切な技術、適切な市場ニーズの標準的なケースです。当社のチームは市場に
出ている製品と増え続ける顧客の需要により、すでに時代を先取りしています。

詳細については、こちらをクリックしPwCの「Seeing is believing report」をご参照下さい

TAM
概算1,380億ドル
2025年のVR GDP

トレーニング
概算180億ドル

2025年のSAM

概算180百万ドル
2025年のSOM



今、当社にとってなぜ日本が適切な市場なのでしょうか？

TAM
概算1,430億ドル
2030年のVR GDP

日本は、今後10年間での推定GDP増加率の10％に相当
し、これは英国のほぼ3倍になります。

ロボットシステムの55％以上が日本からであるという統
計と相まって、すばらしいパートナーと一緒に当社の技
術を開発する大きな市場機会を提供してくれます。PwCの調査では、世界的にVR/ARからGDPが増加する可能性があり、この技術の導入が様々な国の雇用に与える影響も示されています。

2030年までにVR/ARによる雇用創出数



主な長所

主な短所

競合他社の傾向

- 総計85.9百万ドルの資金調達（シリーズC）
- 2019年にLeapMotionを買収
- Ultrasonic技術で特許取得
- 安定したVPハプティック企業

- 総計19百万ドルの資金調達（シリーズB）
- アクティブハプティックフィードバック

- 4百万ドル以下の全身スーツ
- EMS技術を使用
- 手トラッキングと手の触覚を
先日発表

- 希望小売価格200ドル以下
- 標準コントローラー
- 使いやすさ

- 2013年から開発キット段階
- 特殊機能制限のある外付けパッド
- ベーシックエントリーモデル5,000ドル以下
- 自動車と家電にフォーカス

- 手装具のみのキット
- 両手システムで100,000ドル
- 必要な電力を調達するための大型デバイ
スを備えたマイクロ流体システム

- 以前は、失敗に終わったキックスター
ターキャンペーンでAxon VRとして販売

- 2012年以降、複数の失敗に終わっ
たキックスターターで販売

- バイオメトリクなしのスシステム
- パッシブフィードバック
- ゲームを中心としている

- 標準の制限振動ハプティック
- エンターテイメント重視

- 開発時間縮小
- 競合他社と比較し資金が限られている

-両手、両腕で15,000ドルのBoｍ、500ド
ルで最適化可能
-EMS技術で特許取得
-無駄のない$ 250Kの資金で構築された
DK1
-完全な触覚と力のフィードバック
-モジュールデザイン
-VR/ARの技術ヘッドセット非依存



将来を見通しす目標

全体像での目標は、VRコントローラーの導入システムとなることですが、そのキーとなるマイルストーンを達成することに
焦点を絞りました。

市場の検証：ヘッドセットと同様に、当社の技術は多くの業界に適用可能ですが、現時点では、技術的な準備が整っている
トレーニングとテレロボティクスを最重要点としています。

BiFrost2: 当社は革新的なハードウェアのスタートアップ企業であり、技術開発での成功に努めています。次の開発キットはす
でに準備中で、パイロットテストにて今後18か月で開始する予定です。

特許保護:当社は最初の特許を国際的な保護（PCT）に基づく出願とし、さらに2つの特許出願を検討しています。これにより
大手OEMにとって当社はより大きな脅威となります。

ランプマーケティング: FacebookやHTCなどから当社のIPを保護するステルスモードになっているため、特許がますます増える
につれて、これを拡大していくことを検討しています。

資金の使用用途

2百万ポンドGBPの
資金調達



なぜValkyrieへの投資を検討すべきなのでしょうか？

この投資機会に関する詳細は、CEOのKousosh（kourosh@Valkyrie-vr.com）までご連絡ください。

当社はすでに最も重要なタスクを終えています。ハードウェアアクセラレータからインペリアルカレッジのビジネススクールまで、技術の大部分を設計、開発、展開しました。
今、当社はスケーリングと成長の支援を必要としています。

当社は製品に対する需要を実証しています。VR開発者、FacebookやHTCなどのOEM、アダプターなど、当社の技術を求めている企業は30社以上に上ります。

当社はハプティック市場において明確な技術的利点を持っています。当社ほど人間生理学を理解している企業はありません。そしてバイオメトリクスのデータベースは日々強化
されています。

他に類を見ないロックスターチーム。インペリアルカレッジからUCLやRACまで英国のトップ大学での学歴と多様な技術的バックグラウンドを持つ創立者たちによる信頼し合った
チームがあります。


